
１．研究主題設定の理由

21 世紀は，新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の
基盤として飛躍的に重要性を増す，いわゆる「知識基盤」の時代であると言われている。このよう

な知識基盤社会化やグローバル化は，アイディアなど知識そのものや人材をめぐる国際競争を加速

させる一方で，異なる文化や文明との共存や国際協力の必要性を増大させている。そして，このよ

うな社会の中でこれからの生活を見通し，よりよい生活を創造するとともに，社会の変化に主体的

に対応する知識と技術を習得させていくことが必要とされている。それは，体験から，知識と技術

などを獲得し，基本的な概念などの理解を深め，実際に活用する能力と態度を育成すること。実践

的・体験的な学習活動をより一層重視する必要性があり，知識と技術などを活用して，自ら課題を

見いだし解決を図る問題解決的な学習がより一層求められている。

技術・家庭科の研究主題として，習得した知識と技術を積極的に活用し，生活を工夫したり創造

したりする能力を育成するには，生活する上で直面する様々な問題の解決に当たり，今まで学んだ

知識と技術を応用した解決方法を探究したり，組み合わせて活用したりすること，それらを基に自

分なりの新しい方法を創造することが重要であると考える。そして，将来にわたって変化し続ける

社会に主体的に対応していくためには，生活を営む上で生じる課題に対して，自分なりに根拠を持

った判断をして課題を解決することができる能力をもつことが必要である。自立を図り，進んで生

活を工夫することや創造することは，技術・家庭科にとって最終的な目標であると考える。このこ

とから生活を工夫し創造する能力の育成について研究を進めていきたいと考え主題設定を行った。

技術分野では，現代社会を支える技術について関心を持ち，その活用の仕方などに対して判断・

評価し，主体的に活用しようとする態度に着目する。本研究ではハイブリッド自動車を取り上げ，

日本が誇る自動車産業の技術力の高さを知り，可能性や利点を理解させる。生徒達が新しい技術に

夢を持ち，進んで理解し活用できる態度を育成すると同時に新しい教材の授業提案を行うことする。

家庭分野では，今回の学習指導要領の具体的改善事項において，衣食住に関する実践的・体験的

な学習活動，問題解決的な学習を通して，中学生としての自己の生活の自立を図り，子育てや心の

安らぎなどの家庭の機能を理解するとともに，これからの生活を展望し，課題を持って主体的によ

りよい生活を工夫できる能力と態度の育成を重視している。中学生が，身近な生活の課題を主体的

に見いだし，解決を目指す活動を通して学習を深めていくためには，生活に必要な基礎的・基本的

な知識及び技術を習得でき，興味・関心をもつ題材の設定が必要と考える。将来の生活を営む能力

や実践的な態度を育む学習内容の工夫を研究し進めていきたいと考え，本テーマを設定した。

技術・家庭科研究主題

「生活を工夫し創造する能力の育成」（３年次）

新しいエネルギー変換の技術 ～ エネルギー変換からみるハイブリッド自動車の授業 ～（技術分野）

「これからの生活を展望できる学習内容の工夫」（家庭分野）
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